
 

  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京赤坂ロータリークラブ 
NO. 1602 /  2022. 3.11 
例 会/ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

    Tel 03-3505-1111 

事務局/〒107-0052 東京都港区赤坂 2-19-8 

    赤坂 2 丁目アネックス 3F 

    TeL  03-3505-5976 

    Fax  03-3505-6004 

    http://www.akasakarotary.com/ 

 

 

本日の例会：2022年 3月 11 日 通算 1628回 本年度 第 29 回   

                         夜間例会 ： 新会員歓迎会・ファミリーデイ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
       
 

20２1～22年度 
国際ロータリーのテーマ 

「僅かなことにも手を差し伸べよう、そして信頼と絆」  2012～2013年度クラブテーマ    東京赤坂ロータリークラブ週報       

Weekly Report       会長  河邉  幸夫                          
2021～2022 年度クラブテーマ 

「みんなで親睦・奉仕 楽しく規律ある例会」 

 

● 第 1627回 例会報告 ／ 2022年 3月 4日  

出席報告：会員 52名 出席 33 名(内 ZOOM 5名) 

ビジター：高梨一郎(東京原宿 RC)計 1名 (敬称略) 
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    3月 4日 17 件 38,000 円 累計 930,000円    

多額の寄付を有難うございました。（敬称略） 

高梨一郎(原宿RC)/河邉幸夫/穂苅裕久/福田栄二/

石井謙次/高須康有/小林博茂/テイエリ・コンシニ
/入沢頼二/小川大介/佐藤浩也/森本勝好/藤井万博
/淺沼陽一/関陽一/熊本誠司/西澤民夫 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話 ： 

 

イニシエーションスピーチ  

           佐藤 浩也 氏 

  

 100%出席 ：   

熊本誠司 君（７年） 金山驍君(8年) 

 

   

 

慶事披露： 

 誕生日祝い ：   

小川大介君（3/2）  

望月明美君 (3/8)   

テイエリ・ 

コンシニ君(3/12) 

石井謙次君(3/24)

川島栄吾 君 (3/7) 

 

 

 

 

http://www.akasakarotary.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              3/4 イニシエーションスピーチ 佐藤 浩也 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

昨年 7 月に入会した佐藤浩也です。富士山の日に西伊豆で生まれました。先週水曜日（天皇誕生日）に 55 才に

なりました。（佐藤誕生の 62 年前、1905 年 2 月 23 日はロータリーがスタートした日だと熊本さんに教えても

らいました）大学進学と共に上京、以降は東京圏（東京・川崎・横浜）で暮らしております。家族構成は妻と息

子二人、大学の近くで一人暮らしをしている次男を除いた 3 人で、世田谷の奥の方、大井町線が走るのどかな場

所（永さん宅の近く）で暮らしています。 

大学卒業後、リクルート・日本オラクル・明豊という 3 社でサラリーマンを経験、ワーク・インフラ・サポート

として脱サラ起業、その後リクルートの先輩達が立ち上げたリンクアンドモチベーションの草創期に参画、取締

役と子会社社長を務めました。10 年前に子会社を MBO してディー・サインに社名変更、現在は DE-SIGN グ

ループ（約 70 名）代表として活動しています。起業・M&A・IPO・MBO を含め、ビジネスパーソンとして貴

重な経験をたくさん積んで来ました。（縁と運に支えられて、何とかやってこられた気がします）長男が生まれ

た直後の脱サラ起業の数か月後には、奥さんに約束していた生活費を遅延するなどの苦境もありました。30 余

年のビジネスパーソン人生を振り返るに、最も大きな転機は新卒でリクルートに入社したことです。「サラリー

マンにはなりたくない」と思っていた私が、当時のリクルートの先輩方と出会い「こんな人達と一緒に働くこと

が自分を最も成長させることができる」と大学院進学や専攻分野への就職を捨てて飛び込みました。結果的には

5 年弱の在籍でしたが、私の人生を左右する経験と人脈を与えてくれました。河邉会長との出会いもリクルート

同期の起業パーティーでした。現在、DE-SIGN グループとして様々な活動を行っていますが、その主なテーマ

は「はたらく場づくり」と「地方創生」です。はらたく場（＝オフィス・ワークプレイス）をどのように創るか、

使うかというテーマには四半世紀に渡って取り組んでいます。ここ 5 年程、地方創生に関わる相談が目立つ様に

なり、それに応える活動が増えています。現在は社として取り組むテーマと正式に位置付けて、挑戦しています。 

ここからは、佐藤浩也を 3 つのホットワード（オフィス・西伊豆・バスケット）にて紹介していきます。 

【オフィス】 

DE-SIGN グループの主たる事業領域がオフィスの構築と運用です。丹青社・リンクアンドモチベーション・日

本財団・LINE・KADOKAWA ほか、様々な企業からオフィスプロジェクトを任されています。従来通りのアプ

ローチではなく、その企業らしいチャレンジを牽引してくれるパートナーとして評価していただいており、

LINE・マネーフォワード・ココナラといった直近で株式上場を果たしたベンチャー企業にも多くのお客様がい

ます。プロジェクトの規模は様々、世界をリードするグローバルカンパニー（数千坪）からちゃんこ屋さんの事

務所（数十坪）まで幅が広いです。関野さんの会社もお客さまです。規模云々でなく、我々のスタンスやコンセ

プトへの共感がポイントの様です。（もちろん、「家具を安く買いたい」などのご用命にも答えます）「オフィス

のことなら佐藤に！」と、お気軽にお声がけください。 

【西伊豆】 

 生まれ故郷の西伊豆町は人口減少・少子高齢化が進んでおり、日本が抱える人口問題のトップランナーのひと

つです。高校進学と共に地元を離れた私は、帰省をする度に過疎化する故郷を憂うことしかできないでいまし

た。そんな中、5 年間に 39 才で初当選した町長の誕生で空気が一変しました。ふるさと納税にて支えらている

財源もあり、町おこしへのエネルギーが高まっています。中学後輩でもある役場職員からの声がけをキッカケに

3 年前から業務委託にてその活動に参加しています。様々な分野に関わっているのですが、今年度からは内閣府

が旗を振る地方創生促進交付金事業（年間予算：最大 1.4 億円）の承認も取り付けて、その活動のキーポジショ

ンにて参画しています。その中で、今日みなさんに紹介したいのはヘリコプターの仕掛けです。AirX という会

社（タクシー業界における GO や S.RIDE の様な役割）を見つけて西伊豆町と繋げて、昨年末に「観光防災協

定」の締結に至りました。町は固定費無しにヘリポートを提供することで、有事には防災用、平時には観光用と

してヘリコプターを活用しようという握りです。我々のチームとしても、これを活用した様々な観光商品を生み

出していく計画です。関東圏での小旅行を計画の際には、是非とも西伊豆もその候補としてご検討ください。 

【バスケット】 

 中学高校と部活動でバスケットボールに夢中になりました。新卒で入社したリクルートのチームにも参加し、

転職後も含めて 31 才まで社会人バスケにも取り組んでいました。今より 20kg 近く軽い身体でした（苦笑）2006

年、リンクアンドモチベーション時代に大塚商会からバスケットチーム（後にプロ化）を譲り受けたことをキッ

カケに、縁遠くなっていたバスケットへの熱が再燃しました。今は 2016-17 シーズンから始まった B リーグを

年間 40 試合超観戦する程、プライベートタイムのほとんどを費やしています。あくまでも趣味の領域ですが、

スポーツビジネスとしての発展にも注目しています。6 年目を迎えた B リーグには、ベンチャー企業の資金も集

まってきています。国のスタジアム・アリーナ構想の旗振りもあり、全国に魅力的な会場が誕生する計画が目白

押しです。（バスケット、B リーグに興味のある方は、是非お声がけください） 

“どんな環境においても目の前のことに最善を尽くすこと”と“縁と運を手繰り寄せること”には自信がありま

す。これを機に、オフィス・西伊豆・バスケットのワードと共にお見知りおきください。よろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 

後 

の 

予 

定 

日 付 
開始時間 

終了時間 場 所 事 項 内  容 

3 月 18 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 

卓話： 防衛省防衛研究所主任研究官 

山添 博史 氏  

3 月 25 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話： 能楽師  佐久間 二郎 氏 

4 月 1 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話： 参議院議員 片山 さつき 氏 

4 月 8 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話：鮒佐 五代目店主 大野 佐吉 氏 

4 月 15 日 
12:30 

14:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

例 会 

ｸﾗﾌﾞ協議会 
クラブ協議会 

4 月 22 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 東京麻布 RCと合同例会（麻布 RC主催） 

4 月 29 日                    休   会  

5 月 6 日              休   会 

 

                     ３月 理事会報告 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

日時：2022年３月４日（金）例会後 13：40～14：30 

場所：ANAインターコンチネンタルホテル東京 B1「ギャラクシー」 

出席者  河邉、福田、石井、コンシニ、関、森本、熊本、穂苅、鈴木、谷口 計 10名 

 

１．親睦旅行の件 

  ４月 16 日（土）、17 日（日）１泊２日で西伊豆方面とすることを承認した。 

  親睦委員長と佐藤浩也会員を中心に企画することを承認した。 

 

２．ローターアクトの件 

  東京麻布 RC 片岡会長がローターアクトの設立を千代田グループへ提案しているが、赤坂 RC はスポンサー

クラブにはならないが、千代田グループ全体で行う協力については、赤坂 RC も出来る範囲内で協力するこ

とを承認した。 

 

３．ロータリーカードの件 

  毎年度、会長が変更となることに名義変更をする等、手続きが煩雑なため、クラブカードを作ることは 

しないことを承認した。 

 

４．台北東海 RCへの例会に ZOOMで参加する件（お互いの例会へ参加する） 

  ハイブリッドで開催する例会へ参加することを承認した。 

 

５．台北東海 RCとの ZOOMミーティングに次年度の委員長もメンバーに入れる件 

  次年度 関社会奉仕委員長、次年度出川国際奉仕委員長も参加していただくことを承認した。 

 

６．その他 

  １．ウクライナへの寄付について、次回例会より、受付へ寄付ボックスを設置することを承認した。 

   

  ２．3/18 例会は広い会場が取れないため、人数を制限（会員 27 名）することを承認した。 

（まん延防止措置が延長になったため１テーブル４名にて実施 ） 

 

 

東京赤坂ロータリークラブ／●会長：河邉幸夫 副会長: 穂苅裕久 幹事：福田栄二  会報委員長：望月明美  今週の担当：望月明美 

  


